平成　２１年　６月　１４日
は　じ　め　に

　　　　　　　　　　　　　ボーイスカウト静岡県連盟

所属団　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　

１．プロジェクト実施に対する動機（ニーズの発意）

	高校生になり、自分のことは自分でできるようになった。その上で、人のためになる活動をしたいと思い、朝霧キャンポリーに参加しようと思った。

　キャンポリーを通して、ボーイスカウトの活動を支援するとともに、自分たちの野営技術も磨き、人間的に成長したいと思う。



２．個人の目標（資質の面）
	№
	氏　名
	個人の成長目標

	１
	上林明日翔


	みんなのためになる人になる

	２
	三浦卓磨


	しっかりと仕事ができる人間になる

	３
	丹羽恵里佳


	友だちを作れる人になる

	４
	夏目将貴


	質素な生活を日常化する

	５
	宮本麻央


	積極的に活動する

	６
	四方浩貴


	人のために奉仕できる人になる

	７
	徳森錦


	信頼される人になる


３．挑戦するアワードおよび技能章
	アワードの分野
	技能章

	奉仕
	野営章

	
	野営管理章

	
	救急章

	
	


平成　２１年　６月　１４日

プロジェクト企画書

テーマ　「Support and Education」

活動チーム名：ふじ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　ボーイスカウト静岡県連盟

所属団　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　

１．目的　　

スカウトの活動をサポートする

２．活動内容（目標）

	活動
	内　　　　　容
	期　　間
	場　　所

	1
	結隊式・事前訓練

　
	6月27日～28日
	森林公園

	2
	計画書作成


	7月28日
	和地山集会場

	3
	県キャンポリー


	8月12日～15日
	ふもとっぱら

	４
	プロジェクト報告書


	8月22日～
	


３．参加者　　　　活動チームチーフ　　　　　　上林　明日翔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　マネージャー　　夏目　将貴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　書記・記録　　　宮本　麻央、　　四方　浩貴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　メンバー　　　　　徳森　錦、　三浦　卓磨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丹羽　恵里佳

４．期　間　　　　　

５．予算概要　　　　　　　　チーム活動費（隊予算分）　　　　　　　　　　　0円

　　　　　　　　　　　　　　　　個人負担分（＠ 35,000×　7人）　　245,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　こずかい　　（＠ 3,000×　7人）　 　　21,000円

　　　　　　　　　　　

合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  266,000円

６．隊長の評価

　　

隊長名

平成　２１年　６月　１４日
活動実施計画書　　

活動チーム名　　　　　ふじ　　　

	１．活動のテーマ
	Support and Education


	２．活動の目的
	スカウトの活動をサポートする




	３．活動内容（目標）

（活動１）
	リーダーのサポートをする




４．行動計画（日程）

	月　　日
	内　　　　　　容
	場　　所

	6月27日～28日
	結隊式・事前訓練

　
	森林公園

	7月28日
	計画書作成


	和地山集会場

	8月12日～15日
	県キャンポリー


	ふもとっぱら

	8月22日～
	活動実施報告書作成
	和地山集会場


	５．人的・物的資源
	保護者の承諾をえて、参加費を出してもらう。

隊装備


６．役割

	役　務
	氏　　　名
	内　　　　　容

	チーフ
	上林　明日翔
	連絡係

	サブチーフ
	夏目　将貴
	チーフの補佐

	書記
	宮本　麻央
	会議の内容をまとめる

	記録
	四方　浩貴
	タイムキーパー

	メンバー
	徳森　錦
	

	メンバー
	三浦　卓磨
	

	メンバー
	丹羽　恵里佳
	


	７．期　間
	６月２７日～


	８．予算概要
	　個人負担分（＠ 35,000×　7人）　　245,000円

こずかい　　（＠ 3,000×　7人）　　　　21,000円
	合計266,000円


９．隊長評価

隊長名　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
平成　　　年　　　月　　　日
プロジェクト報告書

テーマ　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

活動チーム名：　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ボーイスカウト静岡県連盟

所属団　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　

１．プロジェクトの目的
	スカウトのサポート




２．目的に対する結論（まとめ）

	今回は、しっかりスカウトにサポートできたと思います。

まずは、立ち竈の作成時には、ロープ結びをしっかりスカウトにおしえてあげれました。更に、食事の準備中には、火のつけ方や、野菜の切り方、米の炊き方を丁寧に指導できたと思います。

ベンチャー隊の手伝いにより、ボーイ隊の技能が向上し、また、自分たちも他人に技能を伝えるというスキルが向上しました。

今回のプロジェクトでは、自分が持っている力を他人に伝えるという難しさを実感するとともに、奉仕ということの大切さを学びました。




（プロジェクト報告書②）

３．プロジェクトに対して

①反　省

	今回のプロジェクトでは、奉仕するという立場なのにも関わらず、毎朝寝坊して、リーダーに起こしてもらいました。あと、色々な虫に刺されてしまって、リーダーから薬を借りるようでは、奉仕としてまだまだだなと痛感しました。




②評　価

	今回のプロジェクトで、スカウトを指導したことによって、自分たちの技能の足りない部分を見つけることが出来ました。また、その部分を補うことができました。




③感想と課題

	年下のボーイスカウトにうまく指導できました。しかし、その指導の中で不十分な点や、行き届いてない箇所もあり、時には言うことを聞かないこともありました。だから、これからは的確に指導していきたいです。




（プロジェクト報告書③）

４．チームワークに対して

①反　省

	一番チームワークが乱れていたのは、撤収時だった。各自何をやればいいか分からず、連携性というものがあまり見られなかった、奉仕をベンチャー全体でやっていくという意識が低かった。




②評　価

	今回のキャンプは、食事の準備、汚水の処理、水くみなど、仲間と協力してやらなけばいけない仕事があった、その時にも助け合い、スムーズに仕事を終わらせることができた。




③課　題

	今回のキャンプでは、チームとして自発的な行動がなかった、そのため次からはチームとして積極的にしていきたい。




（プロジェクト報告書④）

５．個人の目標（資質の面）に対して

①反　省

	


②評　価

	


③課　題

	


◇隊長の評価

	隊長名
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